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会     議     記     録 

会議の名称 広報広聴会議 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 数井 

日   時 令和６年２月７日（水曜日） 
開 議 午後７時１０分 

閉 議 午後７時２６分 

出席委員 
◎大塚 ○三上（広報部会長） ○松山（広聴部会長） 

 竹内 法貴 梅本 林 片山 山木  

執行機関 

出 席 者 
 

事 務 局 

出 席 者 
数井次長、小野主任、田中主事 

傍 聴 可 市民０名 報道関係者０名 議員０名（ ） 

会 議 の 概 要 
 

１９：１０～ 

１ 開議 

＜事務局次長＞ 

 各常任委員会における副委員長及び会派から選出の委員の交代により、浅田委員長、

冨谷副委員長、土岐委員、小林委員は広報広聴会議から外れられ、新たに林委員、

片山委員、大塚委員、梅本委員が委員となられた。ついては、三上副委員長の進行

により、まずは委員長を選出していただき、続いて新委員長により副委員長の選出

を願う。 

 

２ 正副委員長の互選について 

＜三上副委員長＞ 

 ただいま事務局からあったとおり、委員の異動により委員長が欠けたため、新委員

長が選出されるまでの間、議事を進めさせていただくのでよろしくお願いする。こ

れより委員長の互選を行う。選挙の方法については、投票か指名推選のどちらの方

法で行うか意見はないか。 

＜法貴委員＞ 

指名推選で。 

＜三上副委員長＞ 

指名推選で行うことで異議はないか。 

（異議なし） 

＜三上副委員長＞ 

異議なしと認めて、選挙の方法は指名推選によることに決定した。私からの指名推

選で異議はないか。 

（異議なし） 

＜三上副委員長＞ 

異議なしと認めて、大塚委員を委員長に指名する。これに異議はないか。 

（異議なし） 

＜三上副委員長＞ 

異議なしと認めて、大塚委員が委員長に当選された。 
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 [大塚委員長 委員長席へ移動・挨拶] 

 

＜三上副委員長＞ 

 副委員長を辞任する。 

＜大塚委員長＞ 

 三上副委員長から辞任の申し出があった。辞任を許可することについて異議はない

か。 

（異議なし） 

＜大塚委員長＞ 

 異議なしと認めて、副委員長の辞任を許可する。 

 

[三上委員 委員席へ] 

 

＜大塚委員長＞ 

これより副委員長の互選を行う。選挙の方法については、投票か指名推選のどちら

の方法で行うか意見はないか。 

＜松山委員＞ 

指名推選で。 

＜大塚委員長＞ 

指名推選で行うことで異議はないか。 

（異議なし） 

＜大塚委員長＞ 

異議なしと認めて、選挙の方法は指名推選によることに決定した。私からの指名推

選で異議はないか。 

（異議なし） 

＜大塚委員長＞ 

異議なしと認めて、三上委員と松山委員を副委員長に指名する。これに異議はない

か。 

（異議なし） 

＜大塚委員長＞ 

異議なしと認めて、三上委員と松山委員が副委員長に当選された。 

 

[三上副委員長・松山副委員長 副委員長席へ移動・挨拶] 

 

３ 部会構成について 

＜大塚委員長＞ 

 部会構成の前に、事務局から今後の活動内容等を説明願う。 

 

【事務局から各部会の活動内容、スケジュール等を説明】 

 

＜大塚委員長＞ 

 ただいまの説明のとおり、活動内容を踏まえ部会構成を決定していくこととする。

まずは両副委員長が広報、広聴どちらの部会長となるか。 

＜三上副委員長＞ 

 できれば引き続き広報部会長を務めさせていただきたい。 

＜松山副委員長＞ 
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 それでは広聴部会長を務めさせていただく。 

＜大塚委員長＞ 

広報部会長は三上副委員長、広聴部会長は松山副委員長でよいか。 

―全員了― 

＜大塚委員長＞ 

ほかの委員の部会構成については、どのように選考するか。 

＜三上副委員長（広報部会長）＞ 

 広報部会には３常任委員会の委員がそれぞれ配置いただくのが望ましい。私の案で

あるが、前回から引き続きおられる委員はそのまま部会に残り、新しく委員になっ

た方の中で、環境市民厚生常任委員は梅本委員のみであるので、広報部会に入って

いただくのはどうか。 

＜大塚委員長＞ 

今あった意見について、前回から継続されている委員として、竹内委員、法貴委員

は引き続き広報部会に、山木委員は引き続き広聴部会でお世話になることでよいか。 

＜竹内委員＞ 

よい。 

＜法貴委員＞ 

よい。 

＜山木委員＞ 

よい。 

＜大塚委員長＞ 

新任の片山委員、林委員、梅本委員の中で、環境市民厚生常任委員であることから

広報部会に梅本委員、広聴部会に片山委員、林委員にお世話になることでよいか。 

＜片山委員＞ 

 よい。 

＜林委員＞ 

 よい。 

＜梅本委員＞ 

 よい。 

＜大塚委員長＞ 

 それでは、そのように決定する。副部会長はどのようにするか。 

＜三上副委員長（広報部会長）＞ 

 竹内委員に引き続きお願いしたい。 

＜竹内委員＞ 

 了解した。 

＜片山委員＞ 

 広聴部会の副部会長は山木委員にお願いしたい。 

＜林委員＞ 

 同じ意見である。 

＜山木委員＞ 

 了解した。 

＜大塚委員長＞ 

それでは、そのように決定する。 
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部会構成 

広報部会：三上部会長、竹内委員副部会長、法貴委員、梅本委員 

広聴部会：松山部会長、山木委員副部会長、片山委員、林 委員 
 
 

４ そ の 他 

＜大塚委員長＞ 

市議会フェイスブックの投稿については、レジュメ記載の役割分担のとおり対応す

ることでよいか。 

―全員了― 

＜大塚委員長＞ 

 特になければ、広報広聴会議を閉議する。 

散会～１９：２６ 


